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そのやま康男の

10月 15日 [土]おかざき農遊館お米フェア

おかざき農遊館に行きました
この日は岡崎市農林業振興
推進実行委員会と」Aあ いち
三河女性部の主催で「お米フ
ェア」「いも収穫祭」が開催中
でした。五平餅、さといもみそ
汁、さつまいもご飯をおいし
く試食につ?鐵や しかもお
かわり自由)し、自然の恵みに
店艇 丸

9月 17日 [土]大人フットベースボ…ル大会

んがとても楽しそうで、見ているよ
フットベースボーラーズ誕生か?)

18月 7日 [日 ]納涼 流し

岡崎フット同好会 大人フット
ベースボール大会を見てきました。
快晴のスポーツには最高の天気
で魂愛好者なら誰でも参加できで
思いっきリフットを楽しめる場を
提供し、年齢や地域の枠を越えた
親睦、交流を通し、より深い人の
つながりを確かめ合う場にする
目的で、中央総合公園球技場にて
開催されました。参加された皆さ

りもプレーしたくなりました。(議員

ソーメン

この暑い夏を元気良く乗り
きろうという事で、流しソー
メンをやりました。急な企
画にもかかわらず、夕方か
ら沢山の皆さんが集まって
下さいました。どうせなら
本格的にやろうと思って、
竹を切ってきて挑戦してみ
ました。水の量や段差など
苦労しながらも、何とか格
好はつきました(う ～ん、これは風流 自画自賛)。 しかし、これだけあれば
大丈夫だと計算し用意したソーメンは「あっ !」 いう間になくなり、この日
ここで作うた手作リソバも流す始末…・。私の段取りが悪くてすみません。
また、早くからお手伝いに駆けつけていただいた女1生部の皆さん、美味じ
い手作り料理ありがとうございました。

●ホームベージ奮闘日記より 詳しくはインターネットで「園山康男」と検索下さい
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1繭 看書きま脳聾新写寺襲い
1月 8日 午後2時より、中央総合公園第1錬成場にて「そのやま康男新年
の集いJを開催することが決定いたしました。どうぞ皆様お誘いあわせ
のうえ、多数ご参加くださいますようお願い申し上げます。
後援会事務所で受付を開始しておりま魂 [電話583118]

■■■■■|■ |■ |||■■■■‐
選挙Tシャツでおなじみのそのやまカラーにちなんでフレッシュさと
燃える情熱を秘めた、「園山を支えるぞ～ !」 という気持ちを込めました。

日々の生活の中で「こうしてほしい」といった
皆さまのお声を聞き、お手伝いしています。

昭和40年 3月 14日 /島根県大社町に生まれる
父 :満男(大社町 元収入役)

祖父:森吉 (大社町 元町会議員 議長)

昭和58年/愛知県 中京大学体育学部入学
昭和62年/愛知県 中京大学体育学部卒業

(教員免許取得)

昭和62年/島根県町立中学校 勤務
平成 3年/島根県立聾学校 勤務
平成 5年/会社勤務
平成lα彩//取締役 就任
平成14■/′代表取締役 就任
平成1群F//岡崎市議会議員に初当選

環境教育委員会
主要施設建設検討特別委員会

■家族
妻:幸喜恵 結婚前教師
長女:薫子 小学5年
次女:響子 小学2年
■好きな言葉
「雨ニモマケズ」宮澤賢治
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９
月
議
会
報
告
（特
別
委
員
会
報
生じ

私
が
担
当
す
る
「主
要
施
設
建
設
検
討

特
別
委
員
会
の
調
査
報
告
」が
あ
り
、委

員
長
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。本
委
員
会
は

平
成
１６
年
１１
月
に
設
置
以
来
、元
気
と
活

力
を
創
出
す
る
拠
点
づ
く
り
を
目
標
と
し
、

保
健
所
を
核
と
し
た
複
合
施
設
の
整
備

を
目
指
す
冥
仮
称
）岡
崎
げ
ん
き
館
』と
、

贅

罐

つ
贔

凩

皆さまへのご挨拶
多くの皆様より、
真心のこもつた
ご支援を賜り、
岡崎市議会議
員になり、はや
一年が過ぎまし
た。
私へ寄せてい
ただきましたご
期待にそむくこ
とのないよう、当選以来与えられた仕 を

始
め
と
す
る
庁
舎
等
の
整
備
に
つ
い
て
調

査
、研
究
を
重
ね
て
き
ま
し
た
（）

『げ
ん
き
館
』で
は
、「温
水
プ
ー
ル
や
会

議
室
に
つい
て
は
可
能
な
限
り
体
祭
日
に
も

営
業
す
る
と
と
も
に
、他
の
公
共
施
設
の
よ

う
に
午
後
５
時
で
開
め
る
の
で
は
な
く
、で
き

る
限
り
遅
い
時
間
ま
で
営
業
す
べ
きヽ
で
あ
る
」

「本
市
初
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
で
あ
り
、そ
の
成
否

に
よ
って
は
今
後
の
民
間
活
用
事
業
に
大
き

く
影
響
を
与
え
る
エ
アル
ケ
ー
ス
で
、当
局
は

開
設
後
を
民
間
に
任
せ
る
だ
け
で
な
く
、利

用
者
の
確
保
や
サ
ー
ビ
ス
の
向
■
に
最
大
限

の
努
力
を
す
べ
き
で
あ
る
」
『東
館
』で
は
、

東
庁
合
、西
庁
舎
と
い
つ名
称
で
は
、そ
の
基

に
な
る
中
心
の
建
物
が
な
い
こ
と
に
な
る
た

め
、ど
ち
ら
か
を
本
庁
合
と
す
る
な
ど
、呼

称
を
再
検
討
す
べ
き
で
あ
る
」
「市
民
が
自

分
の
行
き
た
い
場
所
を
把
握
し
や
す
く
す
る

た
め
、あ
る
い
は
混
雑
感
を
解
消
す
る
た
め

に
、東
庁
合
の
入
り
日
か
ら
窓
国
が
一望
で
き

る
よ
う
な
、見
通
し
の
良
い
ロビ
ー
と
す
べ
き

で
あ
る
」な
ど
の
意
見
結
果
の
発
表
が
あ
り

ま
し
た
。

委
員
会
報
告

起
震
車
取
得
に
つ
い
て

先
日
、委
員
会
が
開
か
れ
、我
々
の
委
員

会
で
「起
震
車
の
取
得
に
つ
い
て
」説
明
が

あ
り
ま
し
た
。新
し
い
起
震
車
の
特
徴
は
、

４
ｔ
シ
ャ
ー
シ
を
採
用
し
、起
震
装
置
は

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
制
御
に
よ
り
、前
後
、左

右
、上
下
方
向
に
そ
れ
ぞ
れ
の
油
圧
シ
リ

ン
ダ
ー
を
作
動
さ
せ
た
三
軸
方
式
を
採
用

し
て
ま
す
。

そ
の
他
に
、体
の
不
自
由
な
人
に
も
安

全
に
体
験
で
き
る
よ
う
に
、車
椅
子
の
方

に
は
車
椅
子
搭
乗
用
リ
フ
タ
ー
を
設
置
し
、

日
の
不
自
由
な
方
に
は
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
や

地
震
効
果
音
で
、耳
の
不
自
由
な
方
に
は

映
像
で
表
示
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、国
際
化
に
対
応
し
た
幅
広
い
啓

発
活
動
を
行
う
た
め
に
、再
現
地
震
、地
震

階
級
に
つ
い
て
の
説
明
を
日
本
語
の
他
に

英
語
、中
国
語
、韓
国
語
、ポ
ル
ト
ガ
ル
語

の
５
ヶ
国
語
で
説
明
で
き
ま
す
。名
称
は
、

現
在
の
「マ
グ
マ
号
」が
、昭
和
５６
年
か
ら

２４
年
間
、市
民
か
ら
親
し
ま
れ
た
愛
称
な

の
で
「マ
グ
マ
号
」を
継
承
し
た
い
と
の
事

で
す
。

指
導
内
容
に
つ
い
て
は
地
震
発
生
で
、

ま
ず
最
初
に
行
動
す
る
こ
と
は
「身
の
安

全
」と
い
う
こ
と
で
、例
え
ば
机
の
下
に
身

を
寄
せ
、地
震
が
治
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
、す

ば
や
く
火
の
始
末
を
行
う
よ
う
に
指
導
し

て
い
き
た
い
と
の
事
で
し
た
。

事を一つ一つ全力で取り組んでおり
ます。今後もそのやま康男を、どうぞ
宜しくお願い申し上げます。

そのやま康男

閣
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ヘリ
コプ
タ
ー
導
入
の
見
通
し

額
田
町
と
の
合
併
後
の
救

急
体
制
に
つ
い
て
は
，広

範
囲
と
な
る
た
め
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
の
導
入
の
計
画
は
な
い
か
。

□

闘

鎌

兆

崎
圏
内
で
あ
れ
ば
１５
分
で
到
着
す

る
ア」と
が
で
き
、昨
年
度
は
４
８
０

件
出
動
し
て
お
り
、額
田
町
地
内

で
発
生
し
た
急
病
等
で
８
件
の
出

動
要
請
を
し
て
お
り
ま
す
。本
市

単
独
の
防
災
ヘリ
コプ
タ
ー
の
導
入

に
つ
い
て
は
、そ
の
効
果
は
大
変
期

待
で
き
る
が
、価
格
が
１０
億
円
か
か

り
、さ
ら
に
維
持
管
理
費
も
か
か

る
等
、現
時
点
で
は
困
難
で
す
。

高
価
で
維
持
管
理
費
も
か

か
る
こ
と
は
分
か
り
ま
し

た
が
、広
域
的
に
近
隣
の
市
・

町
の
コ
２
のい
に
よ
０導
入
は
ど
ユ
〃。

□
本
市
単
独
で
の
導
入
は

困
難
で
す
が
、
将
来
的

に
三
河
圏
と
い
つ
広
域

的
な
規
模
で
議
論
が
持
ち
上
が
っ

て
き
た
場
合
に
は
、検
討
し
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

3.

響ついて路行政
渋
滞
調
査
、対
策

疎響
靖
梨
阪鯰

工
場
　
　
　
　
一

ア
イ
シ
ン
・エ
イ
・グ
ブ

リ
ュ
岡
崎
東
工
場
の
建

設
が
進
ん
で
い
る
。当
初

は
従
業
員
が
２
５
０
人
規
模
で
あ
る

が
、ヨ器
寵で
は
３
０
０
０
人
規
模
と

聞
い
て
い
る
。通
勤
ル
ー
ト
や
交
通

モ
殿
壌
ζ
つな
る
か
。

□
証
籍

社
員
が
マイ
カー通
動
す
る
も
のと

思われます。国■４７３号が

通
勤
道
路
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ

崚颯〕押瞥袋炒痴瑯蒻特纂絆

国
道
４
７
３
号
バ
イ
パ
ス
は
、本
宿

町
国
道
一号
線
よ
り
（仮
）額
田
イ

崎
螂

傷

腱

鵞

囃

顆

お
り
、現
在
都
市
計
画
決
定
に
向

け
地
元
と
協
議
。調
整
中
で
す
。

馴 輔
について

現
状
と
整
備
計
画

本
市
は
１
９
９
５
年
以
前
に
建
設

さ
れ
た
市
が
所
有
ま
た
は
管
理
す
る

建
物
１
０
２
１
棟
を
対
象
に
調
査
し
、

ア
ス
ベ
ス
ト
を
含
有
す
る
吹
き
付
け

材
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明

し
た
建
物
が
１６
棟
あ
っ
た
（ア
ス
ベ

ス
ト
含
有
不
明
が
２
８
０
棟
）。

多
く
の
人
が
出
入
り
す
る
建
物
は

市
役
所
北
側
立
体
駐
車
場
（鉄
骨
の

３
、吹
丞
壁
場
Ｑ
梁
嘉
雫
じ
、

廉
生
地
下
駐
車
場
（真
凝
部
屋
禾
と
、

市
体
育
館
（駐
車
場
、売〓調
室
、ブ
ロ

ア
ー
室
の
天
共
ア
リ
ー
ナ
の
天
丼
）

の
４
棟
で
、環
境
調
査
を
定
期
的
に

実
施
し
、飛
散
が
認
め
ら
れ
た
と
き

は
施
設
の
開
鎖
も
検
討
す
る
と
の
義

こ
の
ほ
か
、市
民
会
館
（機
械
室
、

映
写
室
等
の
天
衣
壁
、梁
）、美
術
館

（１
・２
階
機
械
室
内
壁
ｘ
太
陽
の
城

機
械
室
、物
置
の
天
丼
、泌へ
壁
）、八

帖
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ト
今ノロ
ア
ー

室
の
内
壁
、天
丼
）、男
川
浄
水
場
自

家
発
電
室
（建
物
内
面
）、岩
津
市
民

セ
ン
タ
ー
機
械
室
の
内
馨
な
ど
１２

棟
で
も
確
認
さ
れ
た
が
、機
械
室
な

ど
特
定
の
人
だ
け
が
出
入
り
し
て
い

る
場
所
だ
った
。

と
布
設
替
え
を
実
施
し
て
い
ま
ｔ

総
延
長
１
４
９
５
１
４
ｍに
対
し

て
、平
成
１６
年
度
末
の
布
設
替
え
済

み
延
長
は
１
４
２
０
１
５
ｍ
で
、進

捗
率
は
％
％
で
す
。

引
き
続
き
道
路
整
備
工
事
な
ど
と

の
整
合
を
図
り
な
が
ら
、効
率
的
な

事
業
実
施
に
努
め
、平
成
１９
年
度
を

完
成
目
標
と
し
て
布
設
替
え
を
進
め

て
い
＜
と
の
事
で
す
。

次
に
『石
綿
管
内
の
水
道
水
の
安

全
性
に
つ
い
て
』で
す
が
、厚
生
労
働

省
の
見
解
で
「ア
ス
ベ
ス
ト
は
呼
吸

器
か
ら
の
吸
入
に
比
べ
、経
口
摂
取

に
伴
う
毒
性
は
き
わ
め
て
小
さ
く
、

ま
た
、石
綿
管
内
の
水
道
水
中
の
ア

ス
ベ
ス
ト
の
存
在
量
は
問
題
と
な
る

レ
ベ
ル
に
な
い
こ
と
か
ら
、水
質
基

準
の
設
定
を
行
わ
な
い
」と
な
っ
て

い
ま
す
。

主
要
鉄
道
駅
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
対
策
に
つ
い
て
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
で
は
¨

日
の
乗
降
数
５
０
０
０
人
以
上
の
主

要
駅
を
対
象
と
し
て
い
る
が
、主
要
駅

の
階
段
に
つ
い
て
Ц
お
年
よ
り
や
障

害
者
に
と
っ
て
は
苦
痛
と
な
り
ま
す
。

名
鉄
美
合
駅
で
は
養
護
学
校
の
設
置

計
画
も
あ
り
僣
室
目者
が
駅
の
階
段
を

利
用
す
る
の
は
、苦
痛
で
あ
る
の
で
，

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
設
置
を
鉄
道
事

業
者
に
要
請
し
て
ほ
し
い
。

岡
崎
市
と
し
て
は
Ｊ
Ｒ

岡
崎
駅
を
は
じ
め
と
す

る
６
駅
を
対
象
と
し
て

い
る
。Ｊ
Ｒ
岡
崎
駅
で
は
駅
施
設
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
よ
る
整
備
を
進

め
て
お
り
ま
す
。が」指
摘
の
美
合
駅

に
つ
い
て
は
、計
画
中
の
学
校
は
小
・

中
等
部
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
の
通
学

を
予
定
し
て
い
る
と
の
こ
と
な
の
で
、

最
大
で
高
等
部
の
生
徒
４０
人
ほ
ど

が
利
用
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
わ

れ
ま
す
。ま
た
自
力
通
学
の
生
徒

は
一人
で
の
通
学
が
基
本
と
い
つ
こ

と
な
の
で
、階
段
の
昇
り
降
り
に
大

き
な
支
障
は
な
いと
思
わ
れ
ま
す
が
、

駅
舎
のバ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つい
て
は
、

今
後
も
継
続
し
て
鉄
道
事
業
者
に

協
議
・要
望
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

バ
1,

ア
フ
リ
1

化
の

4.

ア
ス
ベ
ス
ト
使
用
が
不
明
の
建
物

に
つ
い
て
は
、早
急
に
分
析
調
査
を

実
施
す
る
と
の
事
で
す
。石
綿
管
は
、

水
道
管
の
材
料
と
し
て
施
工
性
が
良

く
比
較
的
安
価
で
あ
っ
た
た
め
、本

市
は
昭
和
∞
年
代
か
ら
Ю
年
代
に
か

リ
タ
〜
肯
ソ
〓
再
た

・し
か
し
い材
質
‐白勺”

嶽

髪

強
度
の
高
い
ダ
ク
タ
イ
ル

で
き
る
」と
し

こ
れ
ら
の
こ
と

の
水
道
水
の
つ
い

ま
た
いＷ
Ｈ
Ｏ
（世
界
保
健
機
構
）

が
策
定
農
豊
干
■
■
い
る
飲
料
水
水

質
ガ
イ
■

，
イ
ン
に
お
い
て
も
「飲

一‐‐――と判
―断ル
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幼
児
、児
童
、生
徒

の
安
全
確
保

校
内
の
不
審
者
侵
入
の

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
、

現
状
指
導
、今
後
の
指
導

安
全
・安
心
の
町
づ
く

り
は
市
の
基
本
目
標
で
、

地
域
の
将
来
を
に
な
う

子
ど
も
た
ち
の
安
全
確
保
は
大
切

で
す
。ま
た
不
審
者
に
対
す
る
セ
キ

ュ
リ
元
■―
の
対
策
等
を
伺
い
た
い
。

各
学
校
で
は
危
機
管
理

了
三
ア
ルを
作
成
し
、「不

審
者
の侵
入
防
止
訓
練
」

を
実
施
し
て
い
る
。侵
入
対
策
と

し
て
は
門
扉
の
設
置
は
、１７
年
度

末
に
は
１
０
０
％
設
置
を
す
る
。

イ
ン
タ
ー
ホ
ー
ン
は
現
在
２
教
室
に

１
台
設
置
を
、１
教
室
に
１
台
設

置
を
す
る
。ま
た
外
周
を
フ
ェン
ス

で
囲
む
こ
と
も
合
わ
せ
て
実
施
し

て
い
き
ま
す
。保
育
園
で
は
、職
員

に
笛
を
携
帯
さ
せ
危
険
の
通
報
や

緊
急
通
報
シ
ろ
アム
に
よ
り
警
察

署
及
び
消
防
署
に
通
報
す
る
よ
う

に
し
て
い
る
。△フ後
保
育
室
に
非

常
用
押
し
ボ
タ
ン
の
取
り
付
け
や

警
報
付
赤
色
回
転
灯
な
ど
を
設

置
予
定
で
す
。

校
舎
、体
育
館
、プ
ー
ル
、遊

具
等
の
安
全
点
検
の
指
導

と
結
果
に
対
し
て
の
対
応

遊
具
の
安
全
点
検
は
月

に
１
回
行
って
い
る
。校

仝日、体
育
館
、プ
ー
ル
に

つ
い
て
は
、学
校
ご
と
常
時
点
検

を
行
って
い
る
。
不
良
箇
所
は
修

理
や
改
善
す
る
な
ど
の
対
応
を
し

て
い
る
。

登
下
校
時
の
通
学
路
の
安
全

確
保
に
つ
い
て
の
指
導

学
校
ご
と
に
地
域
に
お

け
る
各
種
の
団
体
、町

内
会
、老
人
会
な
ど
に

呼
び
か
け
を
し
て
、ボ
ラ
と
アィ
ア

に
よ
る
パ
ト
ロー
ル
巡
視
を
お
願
い

し
て
不
審
者
の
未
然
防
止
に
つ
と

め
て
い
る
。ま
た
警
察
な
ど
と
連

携
し
現
在
２２
の
ボ
ラ
と
ア
ィ
ア
団

体
に
協
力
を
得
て
い
る
。

万
博
参
加
の

教
育
的
意
義

回

製

鯰
薮

」

て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
意
義
を
ど
う

受
け
止
め
る
か
。

博
覧
会
見
学
を
通
し
て
、

自
然
の
豊
か
さ
や
不
思

議
さ
を
学
び
、
環
境
問

題
に
つ
い
て
考
えヽ
る
機
会
、さ
ら
に

国
際
感
覚
豊
か
な
教
養
を
身
に
つ

け
、
国
際
社
会
の
異
文
化
を
体
験

で
き
る
な
ど
大
き
な
効
果
を
得
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

現
在
の
参
加
状
況

５
月
末
日
ま
で
、小
学
校

は
・６
校
、中
学
校
６
校
で

延
べ
８
６
３
９
人
が
参

加
し
て
い
る
。

生
徒
、引
率
教
員
の
感
想

参
加
し
た
生
徒
は
、「マ

ン
モ
ス
に
毛
が
生
え
て
い

て
び
ア
りヽ
し
た
」と
か

「ア
ル
プ
ス
の
雪
が
溶
け
た
り
、北

極
の
氷
が
溶
け
て
い
る
の
を
見
て
、

自
然
を
大
切
に
し
な
い
と
い
け
な

い
と
思
う
」な
ど
、大
変
よ
い
学
習

が
で
き
た
と
の
感
想
を
寄
せ
て
い

ま
し
た
。引
率
の
教
員
か
ら
も
、参

加
し
た
生
徒
の
す
ば
ら
し
い
学
習

に
な
った
と
の
声
が
多
か
った
。

合
併
後
の
体
制

消
防
体
制
（施
設
・車
両
ｏ人

員
配
置
）の
構
想

額
田
町
は
全
体
の
８７
％

が
森
林
で
面
積
は
岡
崎

市
の
約
７０
％
に
あ
た
る

広
大
な
地
域
で
す
。消
防
体
制
は
、

常
時
消
防
と
し
て
、樫
山
に
東
消

防
署
額
田
出
張
所
が
あ
り
、職
員

は
・７
名
で
、消
防
ポ
ンプ
車
及
び
救

急
車
、連
絡
車
を
配
備
し
て
お
り
、

消
防
団
に
つい
て
は
４
分
団
２
５
０

人
の
組
織
で
活
動
し
て
い
ま
す
。合

併
後
の
消
防
体
制
は
、地
理
的
な

条
件
や
出
動
状
況
及
び
災
害
発

生
状
況
等
を
総
合
的
な
判
断
に

立
って
、消
防
の
充
実
強
化
に
つと

め
ま
す
。

1.
岡
崎
市
議
会

教育行政
について
:|

|   :

固
悽
薇
鰤
血
賤
不

^ 
⌒

ハ   ^

一）
|||■ 4
…


